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２）学会発表 

1．草野 薫．骨移植材を再考する．北海道形成歯科研究会学術講演会 2020．1．18 Web 開催． 

2．草野 薫，此木隆太朗，山田陽一，原 朋也，山田さやか，馬場俊輔．炭酸アパタイトを用い

た上顎洞底挙上術後の骨形成に関する歯科用 CBCT による検討．第 19 回日本再生医療学会総

会 2020．5．18 Web 開催． 

3．田中一茂，Daniele Botticelli，Luigi Canullo*7，馬場俊輔，Samuel P．Xavier*8．アルゴンプラズ

マ活性 β-TCP 材移植の新生骨成長：ウサギの上顎洞挙上術での組織形態計測研究．第 50 回日

本口腔インプラント学会記念学術大会 2020．9．19 Web 開催． 
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4．此木隆太朗，山田陽一，武田吉裕，小林信博，原 朋也，草野 薫，馬場俊輔，川添堯彬．次

世代新規治療開発に向けた口腔インプラント治療のパラダイムシフト．第 50 回日本口腔イン

プラント学会記念学術大会 2020．9．19 Web 開催． 

5．本多正明，山田陽一，山田さやか，草野 薫，馬場俊輔．インプラント補綴による咬合効果お

よび患者 QOL の向上．第 50 回日本口腔インプラント学会記念学術大会 2020．9．19 Web
開催． 

6．広田敦哉，山田陽一，Luigi Canullo*18，Samuel P．Xavier*8，馬場俊輔．アルゴンプラズマを応

用した牛骨材の生体活性について：ウサギを用いた上顎洞底挙上術への実験的研究．第 50 回

日本口腔インプラント学会記念学術大会 2020．9．19 Web 開催． 

7．本多正明．インプラント治療における審美と機能の潮流 インプラント補綴による咬合支持の

回復～Longevity から考察～．第 50 回日本口腔インプラント学会記念学術大会 2020．9．19 

Web 開催． 

8．本多正明．長期間の咬合安定をはかるには．令和 2 年度日本補綴歯科学会関越支部学術大会 

2020．11．8 Web 開催． 

9．山田陽一．幹細胞を用いた再生医療の現状と展望．第 7 回 JAPSAMPRP・幹細胞研究会 2020．

12．12 Web 開催． 

10．本多正明．Longevity of Implant Dentistry インプラント治療の Longevity を考察～インプラント

補綴の影響～．大韓歯科移植インプラント学会 2020 年秋季学術大会 2020．12．14 Web 開

催． 

 

総説 

1．峯 篤史*19，疋田一洋*20，高場雅之*10，澤瀬 隆*21，山下秀一郎*22，榎並（田中）裕美子*20，鮎

川保則*23，上田貴之*22，江草 宏*11，馬場俊輔，笛木賢治*13，槙原絵里*24，横山紗和子*10，大川

周治*25，馬場一美*10，市川哲雄*26．学生技能コンペティション「第 1 回 JSP student clinical skills 
competition」．日本補綴歯科学会誌 2020；12(1)：5-15． 

2．谷岡款相，谷城博幸*27．歯科医療機器を取り巻く規制の理解と今後の展望について．日本口腔

インプラント学会誌 2020；33(4)：313-323． 

 

著書 

1．馬場俊輔，戸田伊紀．共著．インプラント YEARBOOK 2020．東京：クインテッセンス出版 

2020：12-21． 

2．新井是宣，今井弘一，末瀬一彦，諏訪文彦，馬場俊輔．共著．口腔インプラント学学術用語集 

第 4 版．東京：医歯薬出版 2020：1-156． 

3．草野 薫，馬場俊輔，山田陽一．共著．口腔インプラント治療指針 2020．東京：医歯薬出版 2020：

1-134． 

 

 

 

  

  
＊ University of Berne 
＊2 University of Zurich 

＊3 University Corporation Rafael Núñez 
＊4 ARDEC Academy 

＊5 鶴見大学 

＊6 京都工芸繊維大学 

＊7 University of Valencia 
＊8 Universidade de São Paulo 

＊9 University of Chieti-Pescara 
＊10 昭和大学 
＊11 東北大学 
＊12 日本歯科大学 
＊13 東京医科歯科大学 
＊14 神奈川歯科大学 
＊15 石倉歯科医院 
＊16 関西医科大学 
＊17 京都大学 
＊18 Private Practice 
＊19 大阪大学 

＊20 北海道医療大学 

＊21 長崎大学 

＊22 東京歯科大学 

＊23 九州大学 

＊24 九州歯科大学 

＊25 明海大学 

＊26 徳島大学 
＊27 独立行政法人医薬品医療機器総合機構 
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